
つながりが紡ぐ 社会教育施設を核にした
「いしかわ障害者の生涯学習」推進事業

（文部科学省委託事業）

「石川県の状況、取組について」

石川県教育委員会事務局生涯学習課
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つながりが紡ぐ 社会教育施設を核とした
『いしかわ障害者の生涯学習』推進事業について

ホップ

ステップ１年目（R6）

２年目（R7）

３年目（R8）

ジャンプ

４年目以降（R9～）

実態調査、分析

指定社会教育施設での
試行

（公民館、青少年教育施設）

コンソーシアム

モデル事業の検討

県コンファレンスの実施

人材育成の県研修

県コンファレンスの参加者の拡充

人材育成の県研修

参加者への調査、分析

指定社会教育施設での
試行拡大

（公民館、青少年教育施設）

（企業、NPOとの連携）

人材育成の県市町研修

調査、分析、まとめ

共に生きることを
学べる場が

石川県内全域に拡がる

人材育成の県市町研修

情報提供サイト検討 情報提供サイト改修 情報提供サイト周知 情報提供サイト活用

・障害者やその家族の社会教育活動への参画を推進

・障害者の学習を支援する人材の育成

・県民の障害者に対する理解の促進

「一人にならない、一人にしない、みんなのＷＡ！」を合言葉に
公民館等の社会教育施設を核に「共に生きることを学ぶ」場を提供

特支学校への啓発活動

コンソーシアム

コンソーシアム

特支学校への啓発活動 特支学校への啓発活動

県コンファレンスの参加者の拡充

その他

事業名 つながりが紡ぐ 社会教育施設を核にした「いしかわ障害者の生涯学習」推進事業

事業の趣旨・目的
「一人にならない、一人にしない、みんなのWA!」を合言葉に

公民館等の社会教育施設を核に「共に生きることを学ぶ」場を提供
・障害者やその家族の社会教育活動への参画を推進
・障害者の学習を支援する人材の育成
・県民の障害者に対する理解の促進

石川県生涯学習情報提供システム（あいあいネット）

http://iinet.pref.ishikawa.jp/

取組概要 地域コンソーシアムによる障害者の生涯学習支援体制の構築

事業実施体制・連携先

事業内容
（１）関係機関の参画による地域コンソーシアムの形成

関係機関のネットワーク化による障がい者の学びに関する情報・課題の共有
（２）障害者の生涯学習プログラムを実施する多様な実施主体に対する支援

社会教育関係施設を核にした障害者と一緒に学ぶ講座等の開発
（３）地域における関係団体、支援者、障害者本人等が参加する共生社会コンファレンスの実施

「ともに学び、生きる共生社会コンファレンス in金沢」開催による、情報共有と成果普及
（４）障害者の学びに関するニーズや実態、地域の学びの環境に関する調査研究の実施

学校卒業後の学びの実態やニーズに関して調査し、分析結果を各取組に反映
（５）特別支援学校等における児童生徒の生涯学習の意欲向上に資する取組の実施

特別支援学校の生徒およびその保護者に対する出前講座などでの啓発
（６）障害者の学びを支援する人材の育成に資する研修の実施

県市町の生涯学習担当職員、公⺠館職員を対象とした研修の実施
（７）障害者の学びに関する情報を一元的に収集・提供する仕組みの構築

障害者の生涯学習に関する情報発信

事業終了後の目指す方向性

公⺠館や生涯学習センターが核となり、障害の有
無、老若男女にかかわらず、誰もが一緒につどい、
共に生きることを学べる場を石川県内全域に拡げる。

石川県教育委員会（所在地：石川県金沢市鞍月１丁目１番）

県手をつなぐ育成会、県公民館連合会、県立特別支援学校・金沢大学教育
学部附属特別支援学校、県社会福祉協議会、県知的障害者福祉協会、県視
覚障害者協会、県聴覚障害者協会、県身体障害者団体連合会、県肢体障害
者福祉協会、社会教育団体、芸術文化・スポーツ団体 、当事者団体、企
業 、行政 など
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いしかわインクルーシブな生涯学習コンソーシアム

○実施地域・場所
○実施時期・期間
○対象者（障害種）
○参加人数
○指導者
○予算
○希望する活動

○学びのコーディネータの役割
○地域で活躍する人材への参加の
呼びかけ
○実施した活動の実績の把握

○会議への代表者の参加
○情報交換
○マッチング

検討委員会
（インクルーシブな生涯学習推進委員・本部）

学習者・学習支援者
（個人・団体）

インクルーシブな生涯学習の実施

○実施地域・場所
○実施時期・期間
○対象者（障害種）
○対応人数
○指導者
○料金・参加費
○活動内容

コンソーシアム

提供者
（⺠間企業、NPO法人、

社会教育・社会福祉関係団体）

登録 登録

（イメージ図）

活動の提案活動の提案・調整

問い合わせ
相談（ニーズ）

ニーズの伝達
調整

活用

マッチングを
行うポータル
サイトの活用
（検討予定）

5

（１）関係機関の参画による地域コンソーシアムの形成

障害者の生涯学習を進めるにあたり、課題になること
・活動場所の確保

社会教育施設

（公民館、コミュニティーセンター、青年の家、生涯学習センターなど）

・講師や支援人材の確保

・社会教育施設の改善（バリアフリー）

・社会教育活動のサービスの向上（手話通訳、筆記）

・社会教育関係施設（公民館）や青少年教育施設（青年の家）で

「インクルーシブな生涯学習プログラム」の開発

（２）障害者の生涯学習プログラムを実施する多様な実施主体に
対する支援
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学習支援主体のニーズにあわせた人的・物的支援

「インクルーシブな
生涯学習の場づくり支援」

5

6



〇対象
市町村生涯学習・社会教育・福祉担当課職員、公⺠館等の社会教育施設職員、
小中学校・高校・特別支援学校等の学校職員、保護者等、その他関心をお持ちの方々

〇内容
➀現在の動向説明
・ ⽂部科学省
・ 石川県健康福祉部障害健康福祉課
・ 石川県教育委員会生涯学習課

②基調講演（障害者の生涯学習推進アドバイザー）
③ワークショップ「一緒に体験しよう、話そう」
・ eボッチャ体験 ・ ゆるスポーツ体験 ・ キモノール試着体験

④実践発表（２つの実践）
・ ⾦沢あすなろ学級 ・ 七尾市たかしな地区活性化協議会

「共に学び生きる共生社会コンファレンス」
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（３）地域における関係団体、支援者、障害者本人等が参加する
共生社会コンファレンスの実施

社会教育施設の学びの実態

○社会体育大会

・インクルーシブ競技の実施

○文化祭

・福祉施設が展示や模擬店に参加

○講座等

・福祉施設で公民館のニュースポーツや文化講座（華道、書道など）を実施

・福祉施設、福祉団体主催の活動に公民館講座の講師が出向く

・インクルーシブな生涯学習となりうる歩こう会、

スタンプラリー、フットパス教室を実施
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（４）障害者の学びに関するニーズや実態、地域の学びの
環境に関する調査研究の実施
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（５）特別支援学校等における児童生徒の生涯学習の意欲向上に
資する取組の実施
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（６）障害者の学びを支援する人材の育成に資する研修の実施

○令和６年８月２０日
公民館職員専門研修
（対象者） 公民館長、主事

生涯学習社会教育担当者研修
（対象者） 市町の生涯学習社会教育担当者

社会教育フォローアップ研修
（対象者） 県内の社会教育士

○令和６年１２月１７日
管内別生涯学習担当者研修（金沢）
（対象者） 市町の生涯学習社会教育担当者

「障害のある人と共に生きる地域づくり」
講師 金沢大学教授 吉村 優子 氏
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（７）障害者の学びに関する情報を一元的に収集・提供する
仕組みの構築

➀障害者の生涯学習についての情報を発信
県のホームページで発信

②石川県生涯学習情報提供システム「あいあいネット」改修
学習者と提供者のマッチングを⾏うポータルサイトとして活⽤
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○まとめにかえて

公民館や生涯学習センターなどの社会教育施設が
核となり、
障害の有無、老若男女にかかわらず、
誰もが一緒につどい、共に生きることを学べる場
を石川県内全域に拡げる。

「一人にならない、一人にしない、
みんなのＷＡ！」
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